
なくそう放置自転車！　みんなの街です　美しく！

手
作
り
作
品
の
出
展
、販
売
、体
験（
生
も
の
、

手
作
り
石
け
ん
・コ
ス
メ
の
販
売
不
可
。体
験
は

可
）　
●
出
展
ス
ペ
ー
ス
＝
机（
横
180
㌢
×
幅
45

㌢
）2
台
　

セ
ン
タ
ー
使
用
者
登
録
済
み
の

団
体
・個
人
（
応
募
後
の
登
録
も
可
）　

先

着
15
ブ
ー
ス（
部
屋
ご
と
の
出
展
者
優
先
）　

2
千
円
　

説
明
会（
3
月
29
日
）に
出
席

要
。詳
し
く
は
ち
ら
し
を
ご
覧
く
だ
さ
い

3
月
5
日
〜
28
日
に
電
話
か
来
館

歴
史
民
俗
資
料
館

〒
574
‐
0
0
1
5
野
崎
3
‐
6
‐
1

（
歴
史
と
ス
ポ
ー
ツ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
876
・
7
0
1
1
 

876
・
7
7
0
2

史
跡
・
文
化
財
見
学
会

「
街
道
を
い
く
Vol.
2

　
宝
山
寺
道
」

3
月
15
日
㈯
午
前
10
時（
雨
天
時
は
22
日
に
延
期
）

●
集
合
場
所
＝
近
鉄
バ
ス
停「
竜
間
」　

龍
間
の
文

化
財
を
見
学
し
、宝
山
寺
ま
で
ハ
イ
キ
ン
グ

　

先
着

20
人
　

100
円
　

弁
当
、水
筒
、雨
具
、敷
物
な
ど

3
月
5
日
か
ら
電
話
か
来
館

〒
574
‐
0
0
1
1
北
条
3
‐
10
‐
5

☎

877
・
6
0
6
7

北
条
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

①
茶
道
de
国
際
交
流

3
月
11
日
㈫
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
茶
道
を
通
じ
て
、

外
国
人
と
の
交
流
を
図
る

　

20
人
　

②
野
草
料
理
教
室

3
月
12
日
㈬
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
1
時

食
べ
ら
れ
る
野
草
の
種
類
、ア
ク
の
抜
き
方
、

調
理
法
な
ど
を
学
ぶ
　

10
人

　

200
円

③
大
正
琴
体
験

▲▲▲▲

3
月
15
日
㈯
午
前
10
時
〜
11
時
　

楽
器

が
初
め
て
の
人
、
楽
譜
が
読
め
な
い
人
で
も

楽
し
め
ま
す
　

④
フ
ラ
ダ
ン
ス
体
験

3
月
17
日
㈪
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

笑
顔
で
楽
し
ん
で
踊
る
の
が
基
本
。
運
動

の
苦
手
な
人
で
も
楽
し
め
ま
す
　

⑤
育
児
相
談
会

3
月
19
日
㈬
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　

身
長
・
体
重
測
定
や
子
育
て
の
相
談
な
ど
　

地
域
保
健
課
職
員
　

就
学
前
の
子
と
保

護
者

　

　

母
子
健
康
手
帳

⑥
大
東
元
気
で
ま
っ
せ
体
操

3
月
20
日
㈭
午
前
10
時
〜
11
時
　

運
動

不
足
解
消
と
健
康
・
体
力
づ
く
り
の
た
め
に

楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
す
　

　

タ
オ
ル

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
か
来
館

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

〒
574
‐
0
0
3
7
新
町
13
‐
13

☎
872
・
2
2
2
2

　

874
・
1
8
2
8

「
高
齢
者
の
健
康
を
考
え
る
日
」

〜
天
然
温
泉
の
足
湯
に
入
り
ま
せ
ん
か
〜

3
月
28
日
㈮
午
後
2
時
〜
3
時
　

市
内

在
住
の
60
歳
以
上
の
人
　

先
着
35
人

　

タ
オ
ル

3
月
10
日
〜
18
日
に
電
話
か
窓
口

シ
ニ
ア
向
け
マ
ジ
ッ
ク
講
座

4
月
17
日
〜
5
月
22
日
の
毎
週
木
曜
日

（
5
月
8
日
を
除
く
）
午
後
2
時
〜
4
時
（
全

5
回
）　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人
　

先
着
10
人
程
度
　

2
千
円
（
道
具
代
込

み
、
初
回
に
徴
収
）　

筆
記
用
具

3
月
17
日
〜
31
日
に
電
話
か
窓
口

▲▲▲▲▲

古
堤
街
道
を
往
く
⑧

「
聖
徳
太
子
堂
と
太
子
信
仰
」

第45話

　
東
諸
福
公
園
近
く
に
架
か
る
大
東
大
橋

か
ら
300
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
東
に
進
む
と
、左

手
に
聖
徳
太
子
堂
が
見
え
て
き
ま
す
。こ

こ
に
は
、江
戸
時
代
後
期
の
作
と
い
わ
れ

る
、高
さ
32
・
8
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
聖

徳
太
子
の
木
像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

右
手
に
柄え

香ご
う
ろ炉

と
い
う
仏
具
を
持
ち
、左

手
で
袈け

さ裟
の
先
を
つ
か
み
祈
り
を
捧
げ
る

し
ぐ
さ
は
、太
子
が
16
歳
の
時
、父
の
用
明

天
皇
の
病
気
回
復
を
祈
願
す
る
姿
を
表
し

た
「
孝
き
ょ
う
よ
う養

像
」と
呼
ば
れ
る
最
も
一
般
的

な
形
式
の
像
で
す
。中
世
以
降
、庶
民
の
間

に
聖
徳
太
子
信
仰
が
広
ま
る
と
と
も
に
各

地
で
こ
の
よ
う
な
像
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

大
東
市
内
で
は
、野
崎
に
あ
る
専
応
寺
に

も
南
北
朝
時
代
の
作
と
い
わ
れ
る
孝
養
像

が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
太
子
田
地
区
で
は
、太
子
講
と
い
う
信

仰
組
織
を
中
心
に
聖
徳
太
子
信
仰
が
古
く

か
ら
盛
ん
で
し
た
。太
子
信
仰
に
関
係
す

る
と
思
わ
れ
る「
太
子
田
」と
い
う
地
名

は
、天
正
12
年（
1
5
8
4
）の「
河か
わ

内ち
の
く
に国
御お

蔵く
ら

入い
り

帳ち
ょ
う」に「

た
い
し
て
ん
」と
出
て
く
る

の
が
初
め
て
で
、安
土
桃
山
時
代
に
は
こ

の
地
で
信
仰
が
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。

　
太
子
堂
の
敷
地
内
に
「
善
根
寺
」と
刻

ま
れ
た
石
碑
が
立
っ
て
い
ま
す
。か
つ
て

こ
の
付
近
に
善
根
寺
と
い
う
寺
院
が
あ

り
、太
子
像
は
そ
こ
に
安
置
さ
れ
て
い
ま

し
た
。善
根
寺
が
明
治
6
年（
1
8
7
3
）

に
廃
寺
と
な
る
と
、そ
の
後
し
ば
ら
く
の

間
は
近
く
の
明
福
寺
で
安
置
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、大
正
10
年（
1
9
2
1
）、聖
徳

太
子
の
逝
去
か
ら
1
3
0
0
年
を
記
念

し
て
、信
者
ら
が
浄
財
を
募
り
聖
徳
太
子

堂
が
建
立
さ
れ
、こ
こ
に
太
子
像
が
ま
つ

ら
れ
ま
し
た
。現
在
太
子
堂
は
明
福
寺
が

管
理
し
て
お
り
、毎
年
4
月
に
は
地
元
の

人
々
が
集
ま
り
法ほ
う
え会

が
営
ま
れ
て
い
ま

す
。太
子
信
仰
は
聖
徳
太
子
堂
を
拠
点
に

今
も
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
次
回
は
、聖
徳
太
子
堂
の
東
側
に
立
つ
、

太
子
田
の
氏
神
・
大
神
社
を
紹
介
し
ま
す
。

（
生
涯
学
習
課
） 太子孝養像

「善根寺」と刻
まれた石碑

聖徳太子堂
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